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5
月
31
日
は
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
制
定
し
た
世
界
禁
煙
デ
ー
。

厚
生
労
働
省
は
、
毎
年
、
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
を
禁
煙
週
間
と
し

て
、
全
国
各
地
で
た
ば
こ
対
策
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
た
ば
こ
政
策
研
究
部
の

望
月
友
美
子
部
長
に
、
世
界
の
た
ば
こ
対
策
の
現
状
と
日
本
の
課
題
に
つ
い

て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

地
球
規
模
の
「
疫
禍
」

（
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
）
と
し

て
の
た
ば
こ

　

た
ば
こ
は
年
間
6
0
0

万
人
も
の
命
を
奪
い
、
20

世
紀
中
に
1
億
人
、
21
世

紀
に
は
10
億
人
が
た
ば
こ

の
犠
牲
に
な
る
こ
と
が
推

計
さ
れ
て
い
る
。
6
0
0

万
人
の
う
ち
の
1
割
、
60

万
人
が
受
動
喫
煙
に
よ
る

被
害
者
で
、
た
ば
こ
は
個

人
の
嗜
好
の
問
題
で
は
な

く
、
大
規
模
な
他
者
危
害

の
問
題
と
い
え
る
。
た
ば

こ
に
よ
っ
て
多
く
の
死
者

が
も
た
ら
さ
れ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
1
世
紀
に
わ
た

り
放
置
さ
れ
て
き
た
た
め

に
、
国
や
地
域
、
さ
ら
に

地
球
規
模
で
の
経
済
へ
の

影
響
が
、
医
療
費
や
社
会

損
失
の
増
大
に
よ
っ
て
深

刻
化
し
て
い
る
。

　

20
世
紀
前
半
に
は
先
進

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
行
政
の
み
に
政
策
判

断
を
委
ね
る
の
で
は
な

く
、
専
門
家
集
団
や
N
G

Ｏ
・
N
P
O
が
間
断
な
い

政
策
監
視
を
続
け
、
研
究

成
果
を
統
合
し
て
分
か
り

や
す
い
形
で
政
策
決
定
者

に
示
し
続
け
て
い
く
と
い

う
営
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

た
ば
こ
か
ら
命
を
守
る

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動（
※

２
）を
行
っ
て
い
る
禁
煙

推
進
団
体
が
、
市
民
の
代

表
と
し
て
市
民
権
を
得
る

世
の
中
に
な
る
に
は
、
社

会
の
理
解
と
支
援
を
得
る

謙
虚
さ
と
こ
れ
ら
の
団
体

に
託
す
と
い
う
相
互
の
信

頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

も
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

あ
ろ
う
。

国
で
爆
発
的
に
市
場
が
拡

大
し
、
そ
れ
か
ら
数
十
年

の
タ
イ
ム
ラ
グ
で
死
亡
や

病
気
が
増
大
し
、
よ
う
や

く
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
よ

り
消
費
が
減
少
す
る
一
方

で
、
途
上
国
が
新
規
市
場

と
し
て
開
拓
さ
れ
、
消
費

や
死
亡
が
増
大
し
、
事
態

は
も
は
や
逆
転
し
て
い

る
。
わ
が
国
で
も
、

1
9
8
0
年
代
半
ば
に
市

場
が
自
由
化
さ
れ
て
か

ら
、
多
国
籍
た
ば
こ
企
業

が
参
入
し
て
き
た
が
、
日

本
の
た
ば
こ
会
社
も

1
9
9
0
年
代
後
半
以

降
、
海
外
進
出
を
図
り
、

今
や
世
界
第
3
の
多
国
籍

企
業
に
成
長
し
た
。

地
球
規
模
の
「
解
決
」

（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
と

し
て
の
F
C
T
C

　

こ
の
よ
う
な
国
境
を
越

え
る
た
ば
こ
問
題
と
た
ば

こ
産
業
の
活
動
に
対
し

て
、
一
国
の
力
だ
け
で
は

対
処
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
地
球
規
模
で
の
解
決

策
を
提
供
す
る
た
め
に
、

「
た
ば
こ
規
制
枠
組
条

約
」（
F
C
T
C
）
が
草

案
さ
れ
、
2
0
0
3
年
の

W
H
O
の
世
界
保
健
総
会

で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。
2
0
0
4
年
に
わ
が

国
も
署
名
、
批
准
し
、

2
0
0
5
年
に
条
約
が
発

  

最
近
時
が
た
つ
の
が
早
い
と
思
っ
て
い

た
ら
、『
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
』
と
い
う
の
を

知
っ
た
。
同
じ
１
年
で
も
10
歳
と
60
歳
と

で
は
人
生
に
お
け
る
比
率
が
10
分
の
１
と

60
分
の
１
で
全
く
違
う
。
そ
の
分
、
同
じ

時
間
で
も
高
齢
者
は
短
く
感
じ
る
と
い
う

説
明
だ
っ
た
。

  

実
際
、
時
間
経
過
の
感
じ
方
に
は
個
人

差
が
あ
り
、
千
葉
大
の
一
川
誠
准
教
授
の

著
書
に
よ
る
と
、
人
に
は
心
的
時
計
と
い

え
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
物
理
的
な
時

計
よ
り
早
く
進
め
ば
「
ま
だ
一
時
間
し
か

た
っ
て
い
な
い
」
と
感
じ
、
物
理
的
な
時

計
の
方
が
早
け
れ
ば
「
も
う
一
時
間
た
っ

た
」
と
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

  

心
的
時
計
の
進
み
具
合
は
身
体
の
状
態

が
活
発
な
ら
早
く
、
不
活
発
な
ら
遅
く
な

る
。
高
齢
に
な
る
と
一
般
に
代
謝
は
低
下

し
、
心
的
時
計
の
進
み
方
が
鈍
り
、
物
理

的
な
時
計
の
進
み
方
を
早
く
感
じ
る
の
で

は
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

  

ま
た
、
会
議
中
に
何
度
も
時
計
を
見
る

な
ど
、
時
間
を
気
に
す
る
回
数
が
多
い
と

経
過
時
間
は
多
く
の
部
分
に
区
切
ら
れ

る
。
そ
の
数
が
多
い
ほ
ど
長
く
感
じ
ら
れ

る
と
の
説
が
あ
る
そ
う
だ
。
さ
ら
に
、
広

い
場
所
に
い
る
方
が
狭
い
場
所
よ
り
も
時

間
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
と
の
実
験
結
果
も

あ
る
と
の
こ
と
。

  

加
齢
に
伴
っ
て
時
間
経
過
を
早
く
感
じ

る
理
由
に
は
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
が
複
合

的
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
の
詳
し
い
解
明
や

お
互
い
の
関
係
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
」
と
の
こ
と
。

  

な
ぜ
こ
ん
な
話
を
と
言
う
と
、
私
が
こ

の
欄
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
丁
度
10

年
に
な
る
か
ら
だ
。
い
や
ぁ
、
時
が
た
つ

の
が
早
く
て
…
。

時がたつのが早くて…

日　時　平成25年５月25日（土）　１４：００～１７：0０
会　場　神奈川県総合医療会館　１階会議室
参加費　無料
内　容

※１�箱の包装からロゴやイ
メージカラーを含む一切
の宣伝色を排除したもの

※２�社会問題に対処するため
に政府や自治体等に、公
共政策の形成を促すこと
を目的とした活動

定　員　50名（申し込み制・定員になり次第締め切ります）
申込み　同会事務局：☎０４５－６４１－８５０５

講 演 Ⅰ 「未成年者の喫煙の動向」
　　　　 講師　横浜市立大学講師、同会理事　神田  秀幸
講 演 Ⅱ 「禁煙教育50万人の経験からの提言」
　　　　 講師　全国禁煙推進協議会会長　平間  敬文
特別講演 「スモークフリー社会を目指して」
　　　　 講師　�前神奈川県知事、スモークフリージャパン
　　　　 　　　代表　松沢  成文
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平成25年度
「禁煙、分煙活動を推進する神奈川会議」

総会・講演会

た
ば
こ
が
原
因
で
死
亡

世
界
で
年
間
600
万
人

世界のたばこ対策と日本の課題
国立がん研究センター がん対策情報センター たばこ政策研究部長 望月 友美子

効
し
た
。

　

2
0
1
3
年
現
在
、
１

７
６
の
国
と
地
域
が
条
約

を
批
准
し
、
世
界
人
口
の

88
％
が
条
約
の
庇
護
の
下

に
あ
る
。
F
C
T
C
は
、

現
世
代
及
び
次
世
代
を
た

ば
こ
か
ら
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
際
条
約

で
、
各
国
で
培
わ
れ
た
証

拠
に
基
づ
く
種
々
の
介
入

政
策
が
、
条
項
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、
締
約
国
は
条

約
の
履
行
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　

政
治
的
意
思
の
尊
重
と

市
民
社
会
の
参
画
が
重
要

視
さ
れ
、
た
ば
こ
産
業
に

よ
る
政
策
介
入
阻
止
の
た

め
の
指
針
も
あ
る
。
各
論

と
し
て
、
価
格
･
増
税
政

策
、
受
動
喫
煙
か
ら
の
保

護
、
製
品
規
制
、
警
告
表

示
、
教
育
訓
練
、
広
告
禁

止
、
禁
煙
支
援
、
転
作
支

援
、
調
査
研
究
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
方
策
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

各
国
の
先
進
事
例

　

F
C
T
C
の
締
約
国

は
、
F
C
T
C
を
契
機
に

た
ば
こ
規
制
を
推
進
し
て

い
る
が
、
喫
煙
率
低
減
目

標
を
掲
げ
る
国
も
多
く
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
２
０

４
０
年
ま
で
に
0
％
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

2
0
2
5
年
ま
で
に
5
％

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

英
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

た
ば
こ
規
制
比
較
研
究
に

お
い
て
首
位
の
政
策
達
成

度
で
、
公
共
の
場
に
お
け

る
全
面
禁
煙
、広
告
禁
止
、

販
売
展
示
禁
止
、
価
格
政

策
、
プ
レ
ー
ン
パ
ッ
ケ
ー

ジ（
※
１
）な
ど
を
次
々
と

打
ち
出
し
て
い
る
。
英
国

に
も
世
界
第
2
位
の
多
国

籍
た
ば
こ
企
業
が
存
在
す

る
が
、
専
門
家
や
市
民
社

会
の
力
が
強
く
、
国
民
の

健
康
を
守
る
政
府
を
後
押

し
し
て
い
る
。

　

米
国
は
未
批
准
国
で
あ

る
が
、
国
策
と
し
て
は
、

科
学
的
根
拠
の
蓄
積
と
監

視
評
価
、
喫
煙
率
目
標
、

連
邦
た
ば
こ
税
の
増
税
、

食
品
医
薬
品
局（
F
D
A
）

に
よ
る
た
ば
こ
規
制
と
し

て
、
添
加
物
規
制
や
広
告

規
制
、
警
告
表
示
を
新
た

に
実
現
し
た
。
州
レ
ベ
ル

で
も
、
州
法
に
よ
る
公
共

の
場
所
の
禁
煙
や
州
た
ば

こ
税
の
増
税
、
メ
デ
ィ
ア

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
進

ん
で
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
常

に
世
界
の
先
端
的
な
政
策

事
例
を
提
供
し
て
き
た
。

画
像
に
よ
る
警
告
表
示
と

と
も
に
プ
レ
ー
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
実
現
し
た
が
、

た
ば
こ
産
業
に
よ
り
政
府

が
訴
え
ら
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
勝
訴
し
た
の
で

あ
る
（
写
真
）。

日
本
の
課
題

　

2
0
1
2
年
6
月
、
が

ん
対
策
推
進
基
本
計
画

（
次
期
）
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
が
ん
の
死
亡
率
を
下

げ
る
た
め
に
、
日
本
も
喫

煙
率
目
標
が
初
め
て
定
め

ら
れ
た
。
現
行
の
成
人

19
・
5
％
を
2
0
2
2
年

ま
で
に
12
％
ま
で
下
げ

る
、と
い
う
目
標
で
あ
り
、

未
成
年
の
喫
煙
率
0
％
や

松村　奈緒美 （　　　　）松島ランドマーク
クリニック院長

受
動
喫
煙
の
曝
露
機
会
の

減
少
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

　
「
や
め
た
い
人
が
や
め

る
」
と
い
う
大
義
名
分
の

下
に
反
対
派
の
主
張
を
退

け
て
の
快
挙
で
は
あ
る

が
、「
ど
う
や
っ
て
」
と

い
う
政
策
手
法
が
描
か
れ

て
い
な
い
。
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
管
理
料
の
制
定
以

来
、
禁
煙
外
来
の
設
置
が

増
え
、
約
1
万
4
0
0
0

施
設
に
も
な
っ
た
が
、
新

規
患
者
は
年
間
10
万
人
程

度
と
利
用
率
は
極
め
て
低

く
、
ニ
コ
チ
ン
製
剤
や
内

服
薬
等
の
禁
煙
補
助
薬
の

市
場
も
、
4
兆
円
以
上
に

も
な
る
た
ば
こ
産
業
の
市

場
規
模
の
1
％
を
は
る
か

に
下
回
る
。

　

公
共
の
場
所
や
職
場
の

禁
煙
化
は
喫
煙
者
に
と
っ

て
最
も
強
い
禁
煙
動
機
で

あ
る
が
、
地
方
条
例
ベ
ー

ス
で
進
ん
で
い
る
受
動
喫

煙
防
止
は
例
外
や
分
煙
を

認
め
る
不
完
全
な
も
の
で

あ
る
一
方
で
、
た
ば
こ
産

業
は
喫
煙
者
を
引
き
留
め

る
べ
く
喫
煙
場
所
を
計
画

的
に
配
置
し
て
い
る
。
た

ば
こ
価
格
も
労
働
賃
金
換

算
で
は
世
界
中
で
最
も
安

価
な
国
の
1
つ
で
あ
る
日

本
の
状
況
で
は
、
２
０
１

０
年
の
1
箱
１
１
0
円
以

上
の
値
上
げ
を
導
い
た
た

ば
こ
増
税
も
消
費
抑
制
の

た
め
に
は
不
十
分
で
、
節

煙
と
い
う
手
段
で
喫
煙
者

は
禁
煙
を
回
避
し
た
。

　

多
々
あ
る
わ
が
国
の
課

題
の
う
ち
、
特
に
強
調
し

た
い
の
は
、
強
い
政
治
的

意
思
に
よ
っ
て
、
国
民
の

健
康
と
生
命
の
た
め
に
、

た
ば
こ
消
費
を
抑
制
す
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